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記
録
に
挑
戦

10
月
13
日
、
第
５
回
長
島
町
小
学

校
陸
上
記
録
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
時
折
雨
が
降
る
な
か
、
選
手

た
ち
は
全
力
を
出
し
切
り
ま
し

た
。

◎
関
連
記
事
＝
Ｐ
６



　

10
月
6
日
、
長
島
町
い
き
い
き

シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
福
祉

芸
能
大
会
が
、
長
島
町
Ｂ
＆
Ｇ
体

育
館
と
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康
の
保
持
に

努
め
る
と
と
も
に
、
親
睦
を
深
め

る
こ
と
に
よ
り
生
き
が
い
を
見
い

だ
し
、
地
域
住
民
の
老
人
福
祉
に

対
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
は
、
町
内

を
10
地
区
に
分
け
た
高
齢
者
約

３
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

競
技
で
は
、
じ
ゃ
ん
け
ん
競
走

や
ス
プ
ー
ン
リ
レ
ー
な
ど
8
種
目

で
順
位
を
争
い
、
平
尾
チ
ー
ム
が

見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
高
齢
者
の
み
な
さ
ん

ジャンケン競走で一生懸命です

目標をさだめてゲートをくぐらせます

↓劇団「わ組」による舞踊ショー
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みんなが元気「福祉のまち」
町が元気である証拠。それは高齢者一人一人
がいつまでも元気なこと。

は
、
声
援
と
笑
い
声
が
絶
え
な
い

な
か
適
度
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
午
後
か
ら
の
福
祉
芸

能
大
会
に
は
、
文
化
ホ
ー
ル
全
席

が
埋
ま
る
ほ
ど
の
町
民
約
７
０
０

人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
和
太
鼓

集
団
「
和
楽
」
に
よ
る
演
奏
が
あ

り
、
迫
力
の
あ
る
和
太
鼓
の
音
色

に
、
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
踊
で
は
、
劇
団
「
わ
組
」
に

よ
る
芝
居
、
舞
踊
シ
ョ
ー
も
あ
り

た
く
さ
ん
の
拍
手
や
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

最後の競技では、全員参加による玉入れ

二つの輪を使ったビン置きかえ

和太鼓集団「和楽」による演奏
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さ
れ
、
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

全
体
計
画
概
要
は
、
防
波
堤
80

㍍
、
物
揚
場
１
０
０
㍍
、
護
岸
（
防

波
）
20
㍍
、
泊
地
８
９
８
平
方
㍍
、

道
路
13
㍍
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
工
事
概
要
は
、
防
波
堤
基

礎
部
の
捨
石
投
入
と
、
防
波
堤
本
体

工
の
20
㍍
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。

　

今
回
、
整
備
さ
れ
る
蔵
之
元
漁
港

は
、
天
然
の
入
り
江
に
な
っ
て
お

り
、湾
内
で
は
ブ
リ
の
稚
魚（
も
じ
ゃ

こ
）
の
一
時
的
な
養
殖
と
、
台
風
や

冬
季
風
浪
時
に
は
他
港
か
ら
の
避
難

港
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　

直
会
式
で
、
中
野
尚
允
公
民
館
長

か
ら
「
完
成
す
る
と
、
水
産
業
の
活

性
化
お
よ
び
漁
業
従
事
者
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

避
難
し
た
船
舶
同
士
の
接
触
に
よ
る

事
故
が
減
少
し
、
漁
業
振
興
と
生
活

基
盤
の
安
定
化
が
図
ら
れ
ま
す
」
と

お
礼
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

工
事
の
安
全
を
祈
る

蔵
之
元
漁
港
が
新
た
に
整
備

　

９
月
30
日
、
蔵
之
元
漁
港
で
蔵

之
元
漁
港
港
み
な
と

整
備
交
付
金
工
事

の
起
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

起
工
式
に
は
、
川
添
健
長
島
町

長
を
は
じ
め
濵
上
實
則
長
島
町
議

会
議
長
、
工
事
関
係
者
、
地
元
関

係
者
な
ど
35
人
が
参
列
し
て
、
工

事
の
安
全
を
祈
り
し
め
や
か
に
神

事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
鎮
の
儀
で
は
、
工
事
施
工
者

が
準
備
し
た
起
重
機
船
か
ら
、
川

添
健
町
長
の
合
図
で
礎
石
が
投
入

↑町長の合図のもと、礎石投入

↑町長、関係者が玉串を奉納されました

↑安全を祈願する
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平成 22 年度出水地区教育振興大会開催

指江保育園マーチングバンドによるオープニング

教育の振興を図る

↓
社
会
教
育
部
門
表
彰
で
馬
込
自
治
公
民
館
が
受
賞

↑
社
会
教
育
部
門
表
彰
で
山
中
子
ど
も
会
が
受
賞

　

10
月
8
日
、
長
島
町
文
化
ホ
ー

ル
で
平
成
22
年
度
出
水
地
区
教
育

振
興
大
会
が
開
催
さ
れ
、
行
政
、

教
育
、
関
係
団
体
な
ど
４
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

出
水
地
区
教
育
振
興
会
の
活
動

は
、
出
水
地
区
の
良
き
伝
統
と
教

育
的
風
土
を
生
か
し
な
が
ら
、
地

区
内
の
教
育
機
関
・
関
係
団
体
の

協
力
を
得
て
そ
の
成
果
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、

学
校
を
含
む
地
域
住
民
総
ぐ
る
み

で
出
水
ら
し
い
教
育
の
創
造
や
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
あ
た
る
方

策
を
探
る
中
で
、「
活
力
あ
る
出

水
の
教
育
」
の
一
層
の
振
興
に
寄

与
し
よ
う
と
、
こ
の
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
指
江
保
育

園
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
で
幕
が

あ
け
ら
れ
、
園
児
た
ち
は
、
鼓
笛

や
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
を
一
生
懸
命
披

露
し
、
会
場
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍

手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

社
会
教
育
部
門
表
彰
に
は
、
馬

込
自
治
公
民
館
と
山
中
子
ど
も
会

が
受
賞
。
馬
込
自
治
公
民
館
の
濱

田
重
則
館
長
は
「
受
賞
し
た
こ
と

に
大
変
驚
い
て
い
る
。
馬
込
自
治

公
民
館
は
、
小
さ
な
集
落
で
す
が

何
事
も
一
致
団
結
し
て
い
る
。
集

落
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
住
民

総
が
か
り
で
家
庭
・
学
校
・
地
域

の
教
育
力
の
向
上
を
（
地
域
が
学

校
を
支
援
す
る
た
め
の
体
制
づ
く

り
）」
の
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
出
水
地
区
内
の
小
、
中

学
校
の
立
場
と
、
地
域
の
立
場
で

率
直
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
新
し
い
『
母
』
の

時
代
へ
」
の
演
題
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
か
ご
し
ま
文
化
研
究
所
副
理
事

長
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。　
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i n f o r m a t i o n

自
己
記
録
更
新
に
挑
む

第
５
回
長
島
町
小
学
校
陸
上
記
録
会

　

第
５
回
長
島
町
小
学
校
陸
上
記
録
会
が
10 

月
13

日
、
城
川
内
運
動
場
で
開
か
れ
、
町
内
か
ら
集
ま
っ

た
５
年
生
以
上
の
選
手
た
ち
が
自
己
記
録
の
更
新
に

挑
み
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
１
０
０
㍍
走
や
走
り
幅
跳
び
、
走
り

高
跳
び
、
８
０
０
㍍
走
、
60
㍍
ハ
ー
ド
ル
、
混
合
リ

レ
ー
、
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
、
仲
間
や
応
援

に
駆
け
つ
け
た
保
護
者
か
ら
、
大
き
な
声
援
を
受
け

選
手
た
ち
は
全
力
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
１
位
の
記
録
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男子
5 年
100 ㍍走　　　　　15 秒 57　　   石原　岬（平尾）
走り幅跳び　　　　3 ㍍ 62　　　 石原　岬（平尾）
走り高跳び　　　　1 ㍍ 10　　　 依田　武志（鷹巣）
800 ㍍走　　　　　2 分 55 秒 03   下永　明慧（幣串）
400 ㍍リレー　　　1 分 04 秒 68   平尾小学校
6 年
100 ㍍走　　　　　14 秒 37　　   佐々木幸大（城川内）
走り幅跳び　　　　3 ㍍ 92　　　 湯元　大晴（獅子島）
走り高跳び　　　　1 ㍍ 23　　　 小崎　将輝（鷹巣）
800 ㍍走　　　　　2 分 50 秒 73   赤瀬叶一郎（城川内）
60 ㍍ハードル走 　 11 秒 28　　    大島　廉志（鷹巣）
400 ㍍リレー　　　1 分 01 秒 17   鷹巣小学校

男女
5･6 年混合リレー　1 分 04 秒 41   獅子島小学校

女子
5 年
100 ㍍走　　　　　15 秒 49  　　 塚田　亜美（城川内）
走り幅跳び　　　　3 ㍍ 32　　　 岩内　千夏（幣串）
走り高跳び　　　　1 ㍍ 05　　　 竹山　桃加（城川内）
800 ㍍走　　　　　2 分 55 秒 23   塚田　亜美（城川内）
400 ㍍リレー　　　1 分 08 秒 79   川床小学校
6 年
100 ㍍走　　　　　15 秒 57　  　 脇田真央梨（川床）
走り幅跳び　　　　3 ㍍ 55　　　 川下　美樹（川床）
走り高跳び　　　　1 ㍍ 15　　　 川原菜緒子（鷹巣）
800 ㍍走　　　　　2 分 59 秒 21   榎元つぐみ（鷹巣）
60 ㍍ハードル走 　  12 秒 67 　　 谷尾　美紅（平尾）
400 ㍍リレー　　　1 分 06 秒 16   川床小学校

お見事！クリアーか

↑持久力が試される 800 ㍍走
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健
全
な
児
童
生
徒
を
育
む

★
被
表
彰
候
補
者
の
選
考
を
行
い

ま
す
の
で
、
こ
の
条
例
に
該
当
す

る
児
童
、
生
徒
が
い
ま
し
た
ら
、

公
民
館
単
位
か
個
人
で
、
児
童
生

徒
が
在
籍
す
る
小
、
中
学
校
ま
た

は
長
島
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
ま
で
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
。

推
薦
期
限

　

平
成
22
年
11
月
30
日
（
火
）　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
86
‐
１
１
１
１

　
（
内
線
２
２
６
０
）

　

平
成
22
年
第
３
回
長
島
町
定
例
議
会
に
お
い

て
「
長
島
の
子
表
彰
に
関
す
る
条
例
」
が
可
決

さ
れ
ま
し
た

奉　仕　賞 学校又は社会に奉仕している者

親　切　賞 日ごろ人に親切な行いをしている者

スポーツ賞 スポーツに優れている者

学　芸　賞 学業又は文化、芸術に努力している者

読　書　賞 学校、図書館等を利用して本をよく読んでい
る者

創　造　賞 いろいろな事柄に創意工夫をしている者

勤　労　賞 勤労を尊び、学校、家庭、地域づくりに努力
している者

友　情　賞 友達のことを考え、仲間づくりに努めている
者

特　別　賞 前各号以外で表彰に値する者

★★表彰基準★★

募集科目 受験資格 受付期限 試験期日

高等工科学校生徒
中卒（見込含）

17 歳未満の者
平成 23 年１月７日まで 平成 23 年１月 22 日

連　絡　先
☆長島町役場総務課　☎ 86-1111

☆自衛隊鹿児島地方協力本部　薩摩川内出張所　☎ 0996-22-2401

自衛官等募集のお知らせ
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i n f o r m a t i o n

妊婦さん、みんな集まれ！

　　

問い合わせ先

保健衛生課保健係

☎ 86-1111（内線 1106）

　長島町立幼稚園では、平成 23 年度の新幼稚園児を募集します。在園児で継続入園を希望されるかたは応募
の必要はありません。
　城川内幼稚園は現在休園中ですが、12人以上の応募があれば再開する計画です。

●応募資格
　長島町に居住している次の児童が入園できます。
　３歳児　平成 19 年４月２日～平成 20 年４月１日生まれ
　４歳児　平成 18 年４月２日～平成 19 年４月１日生まれ
　５歳児　平成 17 年４月２日～平成 18 年４月１日生まれ
●募集定員
　鷹巣幼稚園 70 人　　城川内幼稚園 35 人　　幣串幼稚園 35 人
●入園の手続き
　◇入園希望者は入園願書を各幼稚園（城川内幼稚園は教育総務課）に提出してください。用紙は幼稚園およ
び教育委員会教育総務課にあります。
　◇受付期間　平成 22 年 11 月 15 日（月）～平成 22 年 12 月 28 日（火）　（土・日曜日、祝日は除く）
●保育料等
　◇保育料　月額３，５００円
　◇給食費　月額４，０００円
●保育時間等
　希望される幼稚園にお問い合わせください。
【問い合わせ先】
　鷹巣幼稚園℡ (86)1268、幣串幼稚園℡ (89)3045、城川内幼稚園℡ (88)5511（教育委員会教育総務課）

町立幼稚園の園児を募集します

　長島町では、年間 100 人前後の赤ちゃんが生まれています。
　この町に生まれる赤ちゃんたちが安全に産まれ、元気に育つよう、また、ママや
パパ、そしてご家族が出産・育児を迎える気持ちや態勢等をサポートするために、
町では６月と 12 月に妊婦教室を開催しています。
　初めての妊娠のかたも、２回目以降の妊娠のかたも、今しかないこの貴重な妊娠
中の生活をいっしょに楽しんでみませんか？
　この教室では、同じ時期に出産を迎えるママ友が増える機会にもなりますので、
気軽にご参加ください。
　妊婦の皆さん、そしてご家族の皆さんの参加をお待ちしております。

★日時　（２回コースで行いますが、どちらかの参加でも大丈夫です）
　　１回目：平成 22 年 12 月  ３日 ( 金 )　午後１時～午後４時 30 分
　　２回目：平成 22 年 12 月 10 日 ( 金 )　午後７時～午後９時 00 分
　　（内容など詳細は、町内在住の妊婦のかたには、個別通知します。）

★場所　長島町保健福祉センター（鷹巣）

★持ってくるもの　母子手帳

★参加料　　無料
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　　平成 22年度
　　新型インフルエンザ予防接種
　本年度も、新型インフルエンザ予防接種に対する費用助成を行います。希望されるか
たは、出水地区内の医療機関で接種してください。

　今年度においては、優先接種対象者等は設定されていませんので、すべてのかたが接

種可能です。

　なお、地区外の医療機関で接種を希望されるかたは事前に保健衛生課へご相談くださ

い。

　

　接種期間　平成 22年 10 月１日～平成 23年３月 31日

★平成２２年度のワクチンについて
　今年度使用されるものは、季節性インフルエンザ（A香港型・B型）と昨年発生した新型イ
ンフルエンザの３種類に対応したワクチン（３価ワクチン）となります。昨年の新型インフル

エンザワクチンの在庫分も使用できますが、特に希望が無い場合、基本的に３価ワクチンで対

応することになります（今年度は季節性だけのワクチンは生産されていません）。

　また、国の発表によりますと、今年度は接種希望者には十分行き渡るだけのワクチン量を確

保しているとのことであり、昨年のようなワクチン不足は発生しないと見られています。

★予防接種の対象者と接種費用および助成額一覧
区　　　分 接種回数 自己負担額 必要な書類

生活保護世帯のかた 　　0円 生活保護受給者証

0歳～ 12 歳 2 回 1,000 円（※２回とも同額）長島町の居住が確認できる
書類（保険証など）13 歳～ 64 歳 1 回 2,000 円

65 歳以上 1回 1,000 円 長島町が発行した予診表

　

★ 0 歳児への接種は希望により可能となっていますが、十分な免疫を
つけることは困難とされています。
※ 13 歳以上の接種回数は１回とされていますが、持病があるかたなど
は医師の判断により 2 回接種を行う場合があります。その場合の自己
負担額も１回目と同額です。

問い合わせ先

保健衛生課保健係

☎ 86-1111（内線 1107）
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不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

11
月
は『
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
』

 

～
美
し
い
長
島
の
自
然
を
こ
わ
さ
な
い
で
～

　

県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の

不
法
投
棄
等
の
根
絶
を
図
る

た
め
、
毎
年
11
月
を
「
不
法

投
棄
防
止
強
化
月
間
」
と
定

め
、
不
法
投
棄
防
止
の
普
及
・

啓
発
や
産
業
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
、
美
し
い
長

島
の
自
然
や
地
域
の
景
観
を

こ
わ
す
だ
け
で
な
く
、
そ
の

ご
み
か
ら
出
る
有
害
な
も
の

が
地
中
に
浸
透
し
、
土
壌
や

地
下
水
を
汚
染
す
る
と
と
も

に
、
い
や
な
臭
い
の
原
因
と

な
り
、
私
た
ち
の
健
康
や
生

活
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。

　

快
適
で
、
住
み
よ
い
長
島

を
次
の
世
代
へ
残
す
た
め
に

も
、
不
法
投
棄
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

　

不
法
投
棄
お
よ
び
野
外

焼
却
を
発
見
し
た
ら
、
役

場
保
健
衛
生
課
（
☎
86
‐

１
１
１
１
）
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

↑獅子島で回収された不法投棄物

自主防災組織を発足しましょう
　大きな災害が発生した直後は、消防や警察などの機関による対応には限界があり、地域
住民がお互いに助け合い、人命救助や初期消火にあたることが被害をより少なくすること
につながります。	 	 　
　また、日頃から、地域の危険箇所の点検、情報収集、伝達の方法や避難体制の整備、防
災訓練を行うことで、大きな被害の発生を防ぐことができます。

●自主防災組織の発足まで（現在の公民館で発足する場合）
　役員会で発足の話し合い ⇒ 総会で発足を決定 ⇒ 規約・防災計画を作成 ⇒ 発足
　※規約・防災計画の作成は、役場職員または消防署職員が作成のお手伝いをします。

問い合わせ先
総務課消防防災係
☎ 86-1111（内線 1220）
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父子家庭への児童扶養手当

○児童扶養手当とは
　　父母の離婚などで、父または母と生計を同じくしていない子どもが育成される家庭（ひとり親家庭）の生
　活の安定と自立の促進に寄与し、子どもの福祉の増進を図ることを目的として、支給される手当です。

○父子家庭の支給要件について
　　次の１～５のいずれかに該当する子ども（18 歳未満）について、父がその子どもを監護し、かつ、生計
　を同じくしている場合に支給されます。
　１．父母が離婚を解消した子ども　　　　　　　２．母が死亡した子ども　　
　３．母が一定程度の障害の状態にある子ども　　４．母の生死が明らかでない子ども
　５．その他（母が１年以上遺棄している子ども、母が１年以上拘禁されている子ども、母が婚姻によらない
　　で懐胎した子どもなど）

○手当額（月額）について
　　受給資格者（ひとり親家庭の父や母など）が監護・養育する子どもの数や受給資格者の所得等（所得限度
　額表）により決められます。
　★児童一人の場合
　　（１）全部支給　41,720 円　　（２）一部支給　9,850 円以上 41,710 円以下
　★児童二人以上の加算額
　　（１）二人目　5,000 円　　　  （２）三子以降　一人につき 3,000 円
　★次に該当する方は下記所得限度額にそれぞれの金額が加算されます
　　（１）　本人所得で、老人控除対象配偶者、老人扶養親族があるときは、該当者一人につき 10 万円、特定
　　　　　扶養親族があるときは、該当者一人につき 15 万円。
　　（２）　扶養義務者等の所得で、老人扶養親族があるときは、該当者（当該老人扶養親族のほかに、扶養親
　　　　　族等がないときは、当該老人扶養親族から一人を除いた人数）一人につき 6 万円。

○申請の時期および支給開始月
　児童扶養手当を受給するには、申請が必要となります。申請の時期および支給開始月については次のとおり
です。今回の申請で認定された方への最初の支給は、本年８月分から 11 月分を 12 月に支給しますので、11
月 30 日までに手続きしてください。

○申請に必要な書類
　父子家庭の皆さんの申請にあたっては、父および該当する子どもの戸籍謄本や住民票が必要となります。ま
た、個々の家庭の状況に応じて添付していただく書類が異なることと、申請時に不足書類があると受付ができ
ないため、申請書類を確認して申請してください。

扶養親族（等）
の数

受給資格者本人（※を除く） 孤児等の養育者（※）
配　　　偶　　　者
扶　養　義　務　者全　部　支　給 一　部　支　給

収入額 所得額 収入額 所得額 収入額 所得額

0人 　920,000 　190,000 3,114,000 1,920,000 3,725,000 2,360,000

1 人 1,300,000 　570,000 3,650,000 2,300,000 4,200,000 2,740,000

2 人 1,717,000 　950,000 4,125,000 2,680,000 4,675,000 3,120,000

3 人 2,271,000 1,330,000 4,600,000 3,060,000 5,150,000 3,500,000

4 人 2,814,000 1,710,000 5,075,000 3,440,000 5,625,000 3,880,000

5 人 3,357,000 2,090,000 5,550,000 3,820,000 6,100,000 4,260,000

◎所得限度額表

問い合わせ先
町民福祉課児童福祉係
☎ 86-1111（内線 1112）

（単位：円）

平成 22 年８月分から、父子家庭に児童扶養手当が支給されます
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長
島
町
の
財
政
指
標
を
公
表
し
ま
す

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
（
財
政
健
全
化

法
）
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
「
早
期
健
全
化
及
び
財
政
の
再

生
並
び
に
公
営
企
業
の
経
営
の
健

全
化
」
を
目
的
に
、
平
成
19
年
6

月
に
公
布
さ
れ
た
法
律
で
、
４
つ

の
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
を
算
定
・
公
表
し
、
そ
の

指
標
が
基
準
以
上
と
な
る
場
合

は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
早
期
健

全
化
計
画
等
を
策
定
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
決
算
に
基
づ
く
長

島
町
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で

す
。

	
	

	
	

１　

健
全
化
判
断
比
率	

　

①
実
質
赤
字
比
率	

	

　
　

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り

　

な
ど
、
ど
の
地
方
公
共
団
体
で

　

も
普
遍
的
に
行
う
事
業
を
ま
と

　

め
た
「
一
般
会
計
」
の
赤
字
の

　

程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営

　

の
深
刻
度
を
示
し
た
も
の

　
②
連
結
実
質
赤
字
比
率		

　
　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒

　

字
を
合
算
（
連
結
）
し
、
地
方

　

公
共
団
体
全
体
と
し
て
の
赤
字

　

の
程
度
を
指
標
化
し
、
地
方
公

　

共
団
体
全
体
の
財
政
運
営
の
深

　

刻
度
を
示
し
た
も
の	

　

③
実
質
公
債
費
比
率	

	
　
　

借
入
金
（
地
方
債
）
の
返
済

　

額
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
額
の
大

　

き
さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り

　

の
危
険
度
を
示
し
た
も
の	

　

④
将
来
負
担
比
率	
	

　
　

一
般
会
計
の
借
入
金
（
地
方

　

債
）
や
、
将
来
支
払
う
こ
と
に

　

な
る
可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど

　

の
現
時
点
で
の
程
度
を
指
標
化

　

し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可

　

能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示
し

　

た
も
の

２　

資
金
不
足
比
率	

	

　

簡
易
水
道
や
下
水
道
事
業
等
の

公
営
企
業
の
資
金
不
足(

赤
字)

を
、
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入

の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、

経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示
し
た
も

の

○長島町の平成 21 年度決算に基づく各指標
★健全化判断比率

平成 21年度指標 平成 20年度 ( 参考 ) 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率 　　　－ ( ※ )	 　　　－ ( ※ )	 　　　14.72 　　　20.00

②連結実質赤字比率 　　　－ ( ※ )	 　　　－ ( ※ )	 　　　19.72 　　　40.00

③実質公債費比率 　　　13.40	 　　　15.70            25.00 　　　35.00

④将来負担比率	 　　　60.10	 　　　86.00          350.00 　　　　

（単位：％）

（※）「実質赤字比率」及び「連結実質赤字比率」で指標（％）の表記がない（「－」
で表記している）のは、実質赤字額及び連結実質が家事額がないことを表しています。

★資金不足比率
平成 21 年度指標 平成 20 年度 ( 参考 ) 経営健全化基準

簡易水道特別会計

資金不足額

無し

資金不足額

無し
20

諸浦港埠頭特別会計

農業集落排水特別会計

漁業集落環境整備特別会計

特定地域生活排水処理特別会計

（単位：％）

○
各
指
標
の
基
準

　

各
指
標
の
基
準
を
サ
ッ
カ
ー
に

例
え
る
と
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
に

相
当
す
る
の
が
「
早
期
健
全
化
基

準
」
お
よ
び
「
経
営
健
全
化
基

準
」。
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
に
相
当
す

る
の
が
「
財
政
再
生
基
準
」
で
す
。

４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち

い
ず
れ
か
１
つ
で
も
「
早
期
健
全

化
基
準
」
以
上
と
な
る
と
「
早
期

健
全
化
団
体
」
と
な
り
、「
財
政

健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、
自
主

的
な
改
善
努
力
に
よ
る
財
政
の
早

期
健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
同
様
に
「
財
政
再

生
基
準
」
以
上
と
な
る
と
「
財
政

再
生
団
体
」
と
な
り
、「
財
政
再

生
計
画
」
を
策
定
し
、
国
、
県
の

強
力
な
関
与
の
下
で
確
実
な
財
政

の
再
生
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
資
金
不
足
比
率
が
「
経

営
健
全
化
基
準
」
以
上
に
な
る
と

「
経
営
健
全
化
団
体
」
と
な
り
、

「
経
営
健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
、

公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課
財
政
係

　

☎
86
‐
１
１
１
１

　

 

（
内
線
１
２
５
３
）
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◎植え付け
　①植え付け時は、苗をポットから抜き、びっしりと張った白い根をはがすようにほぐしてから植えつけま　

　す。こうすることで新しい根が伸びやすくなり、根の張りも良くなります。	

　　植えつける前に、土にあらかじめゆっくりと効く粒状の肥料（マグァンプＫなど）を混ぜ込みます。	

　　★★すぐに植えることのできる「パンジーの土」も市販されています。★★	

　②日照不足は花付きを悪くするだけでなく、徒長（上に細く）を引き起こしますので、たっぷり日光に当　

　てて育てます。	

　　★★ベランダの強い寒風は葉を紫色に変色させてしまうので風が当たらないように工夫が必要です。★★

◎日常の管理	 	
　花が咲き終わるとすぐ実になり栄養が摂取されるため、花を長く楽しむためには、枯れた花柄を花茎ごと摘

み取ります。（灰色カビ病の元になります。）	

◎水遣り	 	

　土の表面が乾いたらたっぷりと与えます。冬場は水の凍結を避けるため、午前中に与えます。	 	

　　★★土が凍結してもパンジーは枯れません。土が凍結しても土が解けるとピンと回復します。★★	

◎施肥	 	
　①花は矢継ぎ早に咲いていきます。３月中は 10 日に１回の割合で、2000 倍に薄めた液体肥料を与え　　

　るようにします。	

　②３月以降の施肥は、葉や茎の間延び、花付きの低下を引き起こしてしまうので、施肥は控えます。	

　③４月以降は肥料を一切与えません。そうすることで、満開の花を長期間楽しむことができます。	

◎病害虫対策	 	

　アブラムシ・灰色カビ病などの対策に専用の殺虫剤・殺菌剤を散布します。	

◎問い合わせ先
　長島町教育委員会社会教育課
　☎ 86-1111（内線 2231）

運動を展開します　町民の皆さんに配布する花の苗がきれいに
咲いて、少しでも長く楽しんでいただくため
に、今月号から「花の栽培管理」などについ
てお知らせします。
　１回目は、パンジーとビオラです。（パン
ジーとビオラは同じスミレ科の植物で育て方
は同じです。）

日照条件 日向 土壌湿度 適湿 耐寒性 -10℃に耐える
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10
月

３
日　
　
　

町
内
小
学
校
運
動
会
訪
問（
町
内
）

５
日　
　
　

町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

６
日　
　
　

長
島
町
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会（
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
）

　
　
　
　
　

長
島
町
福
祉
芸
能
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
ホ
ー
ル
）

７
日　
　
　

北
薩
振
興
局
景
観
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
薩
摩
川
内
市
）

８
日　
　
　

出
水
地
区
教
育
振
興
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

10
日　
　
　

関
東
長
島
会
（
東
京
都
）

12
日　
　
　

出
水
駅
蔵
之
元
間
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

　
　
　
　
　

出
発
式
（
蔵
之
元
漁
港
）

　
　
　
　
　

水
産
業
振
興
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
庁
議
室
）

13
日　
　
　

獅
子
島
架
橋
知
事
・
県
議
会
議
長

　
　
　
　
　

陳
情
（
鹿
児
島
市
）

18
日　
　
　

町
村
会
定
期
総
会　
（
徳
之
島
町
）

21
日　
　
　

全
国
港
湾
大
会
（
東
京
都
）

25
日　
　
　

出
水
地
区
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
体
育
館
）

27
日　
　
　

全
国
漁
港
漁
場
大
会
（
沖
縄
県
）

　
　
　
　
　

全
国
宣
伝
販
売
促
進
会
議
情
報
交
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

29
日　
　
　

県
戦
没
者
追
悼
式
（
鹿
児
島
市
）

31
日　
　
　

長
島
町
ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
前
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

回収日 場　　所 時　　間

12 月 8 日（水）

伊唐漁港

  8:00 ～ 10:00ＪＡ東馬鈴薯選果場

田尻公民館

12 月 9 日（木）

小浜海水浴場駐車場

  8:00 ～ 10:00平尾サメシマフーズ駐車場

ＪＡ長島馬鈴薯選果場

　

使
用
済
み
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
な
ど
は
産
業
廃
棄
物

で
、「
使
っ
た
農
家
自
ら
の
責
任
で
正
し
く
処
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
農
業
用
廃
ポ
リ
や
肥
料
袋
、
農
薬
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
な
ど
を
回
収
し
ま
す
。
回
収
し
た
も
の
は
、
再
生
処
理

工
場
へ
依
頼
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

　

回
収
日
時
お
よ
び
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
役
場
農
林
課

　

☎
０
９
９
６
（
86
）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
３
）

農業用廃ポリ類を回収します

○ 梱 包 す る と き は、 長 さ １ ㍍、 重 さ 10 ㌔ 程 度 と し、 異 物 が 混 ざ ら な い よ
　うにしてください。
○廃プラスチック類を運搬する際は、 運搬する車両の両側面に「産業廃棄
　物運搬中」と表示することが義務付けられています。
○回収費用の口座引落を希望される人は、口座番号を確認してください。

長島研醸から赤潮被害に義援金
　

10
月
１
日
、
長
島
研
醸
有

限
会
社
代
表
取
締
役
の
小
川

清
洋
氏
が
来
庁
し
、
過
去
最

悪
と
な
っ
た
赤
潮
被
害
に
対

し
て
義
援
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

小
川
清
洋
氏
は
「
赤
潮
被

害
に
あ
っ
た
か
た
が
た
の
た

め
に
、
役
に
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

↑小川清洋氏から義援金が手渡されました
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か
の
こ
ち
ゃ
ん
と

マ
ド
レ
ー
ヌ
夫
人
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

万
城
目　

学　

著

田
の
神
と
思
へ
ば
爺じ

さ
ま様

稲
熟
る
る　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

蜩ひ
ぐ
ら
しや

老
の
夕ゆ

う
げ餉

は
手
の
混
ま
ず　
　
　
　
　

   　
　

筑
前　

初
市

乳
足
り
し
嬰や

や

の
あ
く
び
や
金
木
犀　
　
　
　

迫
口　

君
代

山
鳩
の
低
き
声
聞
く
秋
日
か
な　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

保
育
士
に
す
が
る
園
児
や
運
動
会　
　
　
　

大
堂　

早
苗

山
小
屋
を
丸
ご
と
包
み
秋
夕
焼　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

刈
り
取
り
し
稲
は
逆
さ
に
干
さ
れ
け
り　
　

中
橋　

藤
七

　お別れって切ないものです。
でも未来がある。小学１年生の
かのこちゃんと、猫のマドレー
ヌ夫人。そんな２人 ( ？ ) の幸
せな気分になるお話です。

魚
の
捌
き
方
と
仕
込
み

宮
川　

昌
彦　

監
修

　カラー写真を使って分かりや
すく手順が示され、魚ごとの扱
いのポイントも簡単にまとめら
れています。

夕
時
雨
照
ら
す
灯
台
の
灯
の
及
ぶ
海
渡
り
来
る
最
終
フ
ェ

リ
ー
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

十
二
日
過
ぎ
て
産
ま
る
る
牛
の
仔
を
引
き
出
す
と
き
に
胴

体
長
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

胡
麻
煎
り
て
白
和
作
り
ぬ
幸
せ
の
匂
ひ
香
ば
し
厨

く
り
や
に
満
ち

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

久
び
さ
に
訪お

と

な
へ
る
亡
師
の
庭
萩
は
満
開
の
花
風
な
く
揺

る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

限
り
な
く
海
面
は
凪
ぎ
て
仕
事
終
へ
漁
船
は
港
へ
音
な
く

帰
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

人
の
手
の
及
ば
ぬ
崖
の
烏
瓜
朱
色
さ
や
か
に
秋
告
げ
て
揺

る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

ゆ
く
夏
を
惜
し
む
か
の
ご
と
蜩

ひ
ぐ
ら
しの
声
す
き
と
ほ
る
柿
の
梢

で　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

早
咲
き
の
菊
の
蕾
は
膨
ら
み
て
庭
の
陽
だ
ま
り
盛
り
上
り

見
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

こ
の
里
が
好
き
で
あ
り
ま
す
稔
り
田
に
今
年
も
昨
年
の
案

山
子
が
立
て
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
之
内
重
信

居
る
如
く
居
ら
ざ
る
如
く
居
る
妻
に
支
え
ら
る
る
を
妻
病

み
て
知
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
元
　
　
司

わ
ず
か
な
る
年
金
給
付
の
あ
り
た
る
を
よ
り
ど
と
な
し
て

短
歌
を
続
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
百
合
子

田
の
畦
に
一
つ
さ
び
し
き
椅
子
が
あ
り
稔
り
田
な
が
む
る

媼
の
椅
子
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
彦

傍
観
の
目
に
は
美
わ
し
新
し
き
命
み
ご
も
る
人
の
曲
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
益
信

稔
り
田
の
さ
や
ぎ
の
音
の
さ
や
さ
や
と
田
ノ
神
様
も
豊
作

祝
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
洋
子

秋
兆
す
畑
に
妻
と
芋
を
掘
る
子
に
頼
ら
ぬ
を
肯

う
け
が

い
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
学

短
歌

年
取
る
と
仕
事
進
ま
ず
困
る
成
り
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
年
は

い
ら
ず
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

微そ
よ
か
ぜ風
に
散
り
た
る
庭
の
銀い

ち
ょ
う杏
の
葉
色
褪
せ
ず
し
て
地
に
重

な
れ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

神
無
月
僅
か
に
緑
の
芽
吹
き
た
る
分わ

け
ぎ葱

植
へ
を
り
曇
る
ひ

と
日
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

天
草
の
空
に
ひ
と
筋
雲
流
る
亡
夫
は
行
き
し
か
先
祖
の
墓

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

友
逝
き
て
「
ま
た
ね
」
の
声
の
胸
去
ら
ず
こ
ぼ
れ
る
萩
の

紫
淡
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

朝
凪
ぎ
の
鶏
舎
に
立
ち
て
し
み
じ
み
と
亡
夫
思
ひ
を
り
秋

空
高
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江
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「
長
島
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
（
案
）」
に
対
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

　

長
島
町
で
は
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
計
画
と
し
て
、
長

島
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

（
案
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
あ
た
り
、
広
く
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

○
公
表
す
る
資
料

　
「
長
島
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画(

案)

」

○
閲
覧
場
所

　

・
長
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
（http://w

w
w
.tow
n.nagashim

a.lg.jp

）

　

・
長
島
町
役
場
企
画
財
政
課

　

・
指
江
庁
舎
総
合
管
理
課

○
意
見
等
の
提
出
方
法

　

持
参
、
郵
送
、

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

○
募
集
期
間

　

平
成
22
年
11
月
22
日(

月
）
ま
で

※
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
財
政
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課
財
政
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
（
内
線
１
２
５
３
）

　
相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生

命
（
損
害
）
保
険
契
約
等
に

基
づ
く
年
金
の
税
務
上
の
取

扱
い
の
変
更

　

相
続
、
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し

た
生
命
保
険
契
約
や
、
損
害
保
険

契
約
等
に
か
か
わ
る
年
金
の
所
得

税
の
取
扱
い
を
改
め
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

こ
の
取
扱
い
の
変
更
に
よ
り
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
税
務
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」　

　

生
活
に
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ

て
い
る
税
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義

（
必
要
性
）
お
よ
び
役
割
（
使
途
）

や
税
務
行
政
の
現
状
を
分
か
り
や

す
く
説
明
す
る
と
と
も
に
、
国
の

基
本
と
な
る
税
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け
ら

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、「
Ｉ
Ｔ
・
国
際
社
会

と
税
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
経
済

活
動
の
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際
化
を
は
じ

め
と
し
た
社
会
・
経
済
情
勢
の
変

化
に
伴
う
税
務
行
政
の
様
々
な
取

組
の
紹
介
等
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.nta.go.jp

）
で
は
、
特
集
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
、
テ
ー
マ
に
即
し
た

情
報
を
提
供
す
る
ほ
か
、
広
く
国

民
の
皆
さ
ん
か
ら
国
税
庁
に
対
す

る
要
望
等
を
聴
衆
す
る
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
窓
口
を
開
設
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

肝
臓
病
公
開
講
座
開
催

「
知
っ
て
お
き
た
い
肝
臓
の

病
気
」

　

肝
臓
が
ん
は
、
が
ん
の
中
で
も

国
内
で
上
位
の
死
亡
率
を
占
め
て

お
り
、
毎
年
3
万
人
の
か
た
が
亡

く
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
肝

臓
が
ん
や
そ
れ
に
繋
が
り
や
す
い

疾
病
の
予
防
に
役
立
て
て
い
た
だ

く
た
め
、
鹿
児
島
大
学
病
院
の
先

生
を
お
招
き
し
て
講
演
い
た
だ
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

11
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時
ま
で

○
場
所

　

出
水
市
音
楽
ホ
ー
ル

○
対
象
者

　

一
般
住
民

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
郡
医
師
会

　

☎
（
63
）
０
６
４
６

「
犯
罪
被
害
者
支
援
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
０
in
か
ご
し

ま
」
開
催

○
日
時

　

平
成
22
年
11
月
27
日
（
土
）

○
場
所

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

１
階
県
民
ホ
ー
ル

○
入
場
料

　

無
料
（
先
着
６
０
０
名
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内

　
（
社
）
か
ご
し
ま
犯
罪
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
８
０
５
）
７
８
３
０

　
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

　
10
月
28
日
（
木
）
か
ら
、
鹿
児

島
県
の
最
低
賃
金
が
「
時
間
額
６

４
２
円
」
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
す
べ
て
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の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
使

用
者
は
、
最
低
賃
金
額
を
労
働
者

に
周
知
し
、
そ
の
金
額
以
上
の
賃

金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

※
精
皆
勤
・
通
勤
・
家
族
・
時
間

　

外
労
働
な
ど
の
手
当
、
賞
与
な

　

ど
は
最
低
賃
金
に
算
入
さ
れ
ま

　

せ
ん
。

※
別
に
定
め
る
特
定
最
低
賃
金
も

　

あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
８

21
世
紀
の
が
ん
治
療
「
粒
子

線
治
療
」

　

平
成
23
年
春
、
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス

指
宿
（
指
宿
市
）
に
九
州
で
初
め

て
「
が
ん
粒
子
線
治
療
研
究
セ
ン

タ
ー
」
が
開
業
し
ま
す
。

　

粒
子
線
治
療
は
身
体
へ
の
負
担

を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
趣
味
や
仕
事
、
ス
ポ
ー

ツ
と
い
っ
た
普
段
と
変
わ
ら
な
い

生
活
を
送
り
な
が
ら
治
療
を
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　

そ
の
た
め
施
設
内
に
は
、
治
療

中
の
患
者
さ
ん
が
ご
家
族
の
か
た

が
た
と
共
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
プ
ー
ル
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

グ
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
運
動
施
設
が

整
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
囲
の

自
然
を
生
か
し
た
遊
歩
道
も
整
備

さ
れ
て
お
り
、
自
然
の
中
を
散
策

し
な
が
ら
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

リ
ゾ
ー
ト
施
設
と
最
先
端
の
医

療
施
設
を
融
合
さ
せ
た
医
療
リ
ゾ

ー
ト
と
し
て
、
病
気
治
療
は
も
と

よ
り
家
族
み
ん
な
が
笑
顔
で
幸
せ

を
感
じ
る
施
設
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
「
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス

指
宿
」
で
は
、
来
年
春
の
治
療
開

始
に
先
立
ち
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
セ
カ
ン

ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
は
、
診
断
や
治

療
方
針
に
つ
い
て
主
治
医
以
外
の

専
門
医
の
意
見
を
聞
く
も
の
で
、

粒
子
線
治
療
の
専
門
医
が
患
者
さ

ん
の
納
得
で
き
る
治
療
方
法
を
選

択
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
医
学　

研
究
財
団　

が
ん
粒
子
線
治
療　

研
究
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

　

☎
０
９
９
３
（
23
）
５
１
８
８

ふ
る
さ
と
の
道
サ
ポ
ー
タ
ー

募
集
中

　

県
で
は
、
地
域
住
民
な
ど
に
よ

る
道
路
の
清
掃
美
化
活
動
を
推
進

す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ふ

る
さ
と
の
道
サ
ポ
ー
タ
ー
）
の
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
対
象

　

県
管
理
道
路
の
一
定
区
間

（
１
０
０
㍍
以
上
）
に
お
い
て
、

日
常
的
な
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

年
２
回
以
上
の
定
期
的
な
清
掃
、

美
化
活
動
な
ど
を
行
う
団
体
や
個

人
の
か
た

○
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
支
援
内
容

　

団
体
名
を
記
し
た
サ
イ
ン
ボ
ー

ド
の
設
置
、
傷
害
保
険
料
の
助
成
、

花
苗
、
ご
み
袋
、
混
合
油
の
支
給

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
庁
道
路
維
持
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
５
６
６

個
人
事
業
税
（
第
２
期
分
）

の
納
税
は
11
月
30
日
ま
で
に

　

個
人
事
業
税
は
個
人
で
事
業
を

行
っ
て
い
る
か
た
に
、
年
２
回
に

分
け
て
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で

す
。
納
税
方
法
は
、
金
融
機
関
窓

口
の
ほ
か
、
電
子
収
納
（
ペ
イ
ジ

ー
収
納
）
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
も
納
付
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
便
利
な
口
座
振
替
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
納
付
期
限
＝
11
月
30
日(

火)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
23
）
５
１
５
１

第
４
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
大
会

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
プ
ロ
レ
ス
）

　

長
島
赤
潮
被
害
救
済
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
プ
ロ
レ
ス
出
水
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

○
日
時

　

平
成
22
年
11
月
21
日
（
日
）

　

午
後
５
時
開
場

○
場
所

　

出
水
市
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

特
設
リ
ン
グ

○
入
場
料

　

全
席
自
由
席
２
５
０
０
円

　
（
当
日
３
０
０
０
円
）

　

※
小
学
生
以
下
と
65
歳
以
上
の

　

か
た
は
、
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
チ
ケ
ッ
ト
販
売
先

　

・
ｅ 

プ
ラ
ス
（
各
コ
ン
ビ
ニ
に

　

て
販
売
）
な
ど

　

・
長
島
町
内
で
は
、
Ｒ
シ
ョ
ッ

　

プ
か
わ
み
な
み

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ　

Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
事
務
局

　

☎
０
９
９
５
（
22
）
４
９
６
３
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年ぶり福ノ浦が４回目の優勝２ 公民館対抗バレーボール大会

楽は心と心を結ぶかけ橋
出水中央高校吹奏楽部演奏会

屋Ａ が初優勝茅 公民館対抗グランドゴルフ大会

　第５回自治公民館対抗バレーボール大会が９月
６日から９日までの４日間、26 チームが参加し
て長島町総合体育館で開催されました。
　成績は、Ａランクでは福ノ浦が２年ぶり４回目
の優勝を果たし、Ｂランクでは山寺が初の優勝を
飾りました。
　大会の結果は次のとおりです。
Ａランク［優勝］福ノ浦、［準優勝］赤崎
　　　　　　　　　　　　［３位］矢堂、薄井
Ｂランク［優勝］山寺、［準優勝］浦底
　　　　　　　　　　　［３位］上揚、本町

　出水中央高校吹奏楽部による演奏会
が 10 月 16 日、長島町文化ホールで
開催され、定員 800 席が満席となる
盛況ぶりでした。
　演奏会は『エヴァンゲリオン』の曲
で幕をあけ、ポピュラ－・ミュ－ジッ
ク、踊りなど、変化に富むステ－ジと
なりました。特に舞踊組曲『ガイーヌ
より』や『花笠音頭』の曲では、90
名の部員が身体を動かして楽器を演奏
するなど、会場から随所に手拍子や大
きな拍手が沸きあがりました。
　来場した町民の皆さんは、「こんな
素晴らしい演奏を聴かせていただいて
ありがたいです。毎年家族で楽しみに
しています」と感激の様子でした。

　第５回自治公民館対抗グラウンドゴルフ大会が
10 月 16 日、川床コミュニティ運動場で開催され
ました。今回は、天候にもめぐまれ、33 の自治
公民館から 69 チーム 345 人が参加し、団体の部
では茅屋Ａが初の優勝を飾りました。
　大会の結果は次のとおりです。
団体の部［優勝］茅屋Ａ、［準優勝］矢堂Ｂ
　　　　　　　　　　　　［３位］山中Ｂ
個人の部［優勝］濵﨑 リツ子（茅屋Ｂ）
　　　　  ［準優勝］浦 洋子（田尻Ａ）
                   ［３位］牧 初男（市来崎Ａ）

いろいろなジャンルの曲が演奏されました↑

見事 Aランクで優勝した福ノ浦自治公民館の選手たち↓

33 のチームで激戦が繰り広げられました↑

音
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之元港から運行開始蔵 シャトルバス試験運行

↑長島町長、天草
市長、出水市長、
南国交通㈱による
テープカット

←天草市観光協会
の関係者を乗せ、
第 1便が出発

　10 月 20 日、新幹線が停車する出水駅
と長島町の蔵之元港を約１時間で結ぶシ
ャトルバスが運行を始めました。
　これは、熊本県天草市が新幹線の乗客
をシャトルバスとフェリーを使って天草
に呼び込もうと試験的運行を始めたもの
でた。
　出発式には、長島町の川添町長、天草
市の安田市長、出水市の渋谷市長が出席
し、テープカットをして運行を祝いまし
た。
　このバスは 34 人乗りで、車体には出
水のツルと牛深ハンヤ祭りなどが描かれ
ており、途中、道の駅黒之瀬戸「だんだ
ん市場」と、阿久根市の筒田に停車する
ことになっています。
　運賃は、大人 1000 円、子ども 500 円
で、１日３往復します。 

代の生活を体験しました
第 17 回長島古墳まつり

齢者とのふれあい活動高 川床中学校が桃源郷訪問

古
　古墳の多い長島で、10 月 23 日長島島援隊（濱
田孝一隊長）が主催する、第 17 回長島古墳まつ
りが、ながしま風車公園で開催されました。
　この日は、町内の小学生ら 200 人が参加し、

「鎮
ちんこん

魂」の儀式を執り行った後、火おこしや勾
まがたま

玉
づくり、弓矢の操作など大昔の生活体験をしまし
た。

　10 月 15 日、川床中学校２年生の 24 名が特別
養護老人ホーム桃源郷で、ふれあい活動を行いま
した。この日は、歌や合奏を披露した後、２班に
分かれて園庭の散策や、入所者と風船バレーをし
て交流し、生徒たちと高齢者は楽しく過ごしてい
ました。

手慣れない弓矢を使い、的を目がけて弓を放ちました↓

生徒たちは男女に分かれて風船バレーでの交流↑
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（　）内は前月比

山中集落

11,656(    -8)
  5,600(    -6)
  6,056(    -2)
  4,397(    -5)

平成 22年 10 月 31 日現在

～
花
ガ
イ
ド
～

　

春
の
花
苗
は
、
11
月
中
に
は
植
え

つ
け
を
終
え
、
寒
さ
が
厳
し
く
な
ら

な
い
う
ち
に
し
っ
か
り
と
根
を
は
ら

せ
、
寒
さ
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
育

て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
水
仙
、

フ
リ
ー
ジ
ア
な
ど
の
球
根
の
植
え
付

け
の
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
は
、
茶
色
の
皮
を
む
き
、
で

き
る
だ
け
深
く
植
え
込
む
こ
と
が
、

上
手
に
咲
か
せ
る
方
法
で
す
。

　

花
壇
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
夏
の
花
が

終
わ
り
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
種
が

で
き
て
い
る
サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
、
ケ
イ
ト
ウ
な
ど
は
、
ほ

ん
の
少
し
ず
つ
で
結
構
で
す
の
で
、

紙
封
筒
に
入
れ
、
し
っ
か
り
と
乾
燥

さ
せ
冷
蔵
庫
で
保
存
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
来
季
に
は
、
直
採
取
種
で

き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

松
葉
ボ
タ
ン
は
、
暖
か
い
場
所
で

越
冬
し
ま
す
の
で
、
捨
て
て
し
ま
わ

ず
、
少
し
だ
け
残
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

そ
れ
か
ら
、
花
壇
の
中
を
よ
く
観

察
し
て
み
る
と
、
春
ま
で
育
て
て
い

た
花
の
種
が
こ
ぼ
れ
て
、
芽
を
出
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

景
観
係
で
は
、
種
ま
き
、
育
苗
相

談
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　

  

（
内
線
１
２
６
９
）

　星野さんご夫妻は長女が中学生の頃、学校からもらってきた花の苗を育てたことか
ら花作りに関心を持たれました。また、定年後にヨーロッパ旅行に行かれた際、ゼラ
ニュウムの魅力に取り付かれ、現在はゼラニュウムを中心に取り組んでいます。
　花作りに関して、星野さんからアドバイスをいただきましたのでご紹介します。　

「自分で咲かした花の種を採取後、その種を利用して苗を作ったり、水かけには、雨
水や米のとぎ汁を利用すればエコにもなり、お金をかけずに楽しむことができます。
花を作ることによって仏壇用の花を買ったこともありませんし、花作りを通して友達
の輪も広がりますよ。」とのこと。是非、皆さんも参考にしてください。	

『一家一花運動』を推進するうえで、皆さんに少しでも花作りの関心を高めてもらうた
め、自宅などで花作りに頑張っていらっしゃる町内のかたを紹介します。

↓
小
島
地
区
花
壇

↑年中四季折々の花が咲いています

星野靜夫、キヌヨさん

　　　　　ご夫婦です

※ 町 内 で 紹 介 し た い 人、 花 壇 が あ り ま し た ら 自 薦 他 薦 問 い
ませんので社会教育課までご連絡ください。　☎ 86-1111
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▽
朝
夕
の
空
気
が
冷
た
く
な
る
に

つ
れ
、
秋
か
ら
冬
へ
と
季
節
の
移

り
変
わ
り
を
肌
身
で
感
じ
て
い
ま

す
。
町
で
は
10
月
か
ら
12
月
に
か

け
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で

改
め
て
驚
い
て
い
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
や
関
係
者
の
「
ま
ち
を
元

気
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
に
共

感
し
た
こ
と
と
、
取
材
の
際
や
イ

ベ
ン
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

す
る
度
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感

動
し
て
い
ま
す
。（
小
屋
昭
彦
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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豪華賞品が当たる
お楽しみ抽選会

12 月５日（日）
午後２時から

主催 / 長島町、長島フェスタ実行委員会
問い合わせ先 / 長島フェスタ実行委員会事務局（長島町役場農林課内）
　　　　　　　☎（86）1111　内線 2141

お楽しみ！

農産物等品評会

と　き　12月４日（土）
　出品物は、当日午前９時までに
自治公民館長が放送により指定す
る場所へ出品してください。
　本人が持ち込む場合は、当日午
前 10 時までに長島町Ｂ＆Ｇ体育
館へ搬入してください。

長島フェスタ

と　き　12月５日（日）

　　　　午前９時 30 分～午後３時　
ところ　長島町文化ホール
　　　　Ｂ＆Ｇ体育館周辺
内　容　健康づくり記念講演
　　　　お魚大抽選会
　　　　各種団体による出店
　　　　うどん、そばコーナー
　　　　福祉機器の展示コーナー
　　　　健康相談コーナー
　　　　介護保険コーナー
　　　　農地相談コーナー
　　　　ぼかし肥料づくり講習
　　　　お楽しみ抽選会　など

　

長
島
フ
ェ
ス
タ
は
、
町
内
の
団
体
に
よ
る
特
産
品
、
商
工
業
製

品
な
ど
の
販
売
や
福
祉
機
器
の
展
示
、
健
康
増
進
の
た
め
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　
当
日
は
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午、●夜間当番医 19 時～ 22 時）

２３

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

３ ４

１９ ２０ ２１ ２２ ２４ ２５

２６ ２７ ２８   １/１

11/29 11/30 １ ２

２０１０12
11/28

◎ポリオ
（保健福祉センター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎乳児健診
（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）
◎妊婦教室（イルカ教室）
（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

○平尾診療所 88-2595
○楠元内科医院 62-8600
○喜多医院 72-0038
○市川医院 63-3151
○上野歯科医院 63-2306
◇こどもクリニック永松 64-1500
□緑調剤薬局阿久根店 72-3388

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●鷹巣診療所 86-0054

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

●黒木胃腸科外科医院 75-0200

◎母子相談
（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）
◎妊婦教室（イルカ教室）
（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○飯尾医院 88-5040
○中村医院 67-1033
○来仙医院 84-2005
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○橋口歯科医院 63-2330
◇しみずこども医院 68-0633
□すくすく薬局 72-5010
□脇本調剤薬局 75-2215

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎１歳６ヶ月健診
　　（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○吉井中央病院 62-3111
○いまむらクリニック 73-1700
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○児島歯科医院 86-1266
◇キッズクリニック 63-7707
□市民調剤薬局 68-0150

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●林胃腸科外科医院 73-3639

◎メタボらない教室
（保健福祉センター）
◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

○長島クリニック88-6405
○三慶医院 63-2333
○門松医院 64-6100
○恒吉医院 82-0048
○中島歯科医院 82-0020
□中央薬局 72-2907

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○平尾診療所 88-2595
○クリニック．なかむら 62-0241
○山田クリニック 72-0420
○平田整形外科クリニック 62-8801
○水野歯科医院 82-0064
◇こどもクリニック永松 64-1500

□のぞみ薬局 73-2131

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■びん・有害　（獅子島）
○飯尾医院 88-5040
○北国医院 72-0016
◇出水総合医療センター 67-1611
□上野薬局 72-1016

○鷹巣診療所 86-0054
○喜多医院 72-0038
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○徳森歯科医院 67-3608
◇出水総合医療センター 67-1611
□緑調剤薬局阿久根店 72-3388
□脇本調剤薬局 75-2215

○長島クリニック88-6405
○野田診療所 84-2023
○白男川クリニック 62-0009
○徳森歯科医院 67-3608
◇しみずこども医院 68-0633
□すくすく薬局 72-5010

◎ＢＣＧ
（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●北国医院 72-0016

祝日には、国旗を掲げましょう！

２９ ３０ ３１

● 12月 23日は天皇誕生日です。
　  天皇誕生日は、今上天皇（在位中の天皇）の誕生日を祝う日です。


